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アスペクト体験と内的像 
ウィトゲンシュタイン『哲学探究』第 II部 xi読解 
 

















































































































































































































両方が概念的に正当化されなければならない。（LW637, PI II181） 

































































































































































































































































































第 II部については、Blackwell版 4th ed. に従った）を示した。なお、4th ed.で、第 II部は
“Philosophy of Psychology – A Fragment”とされているが、本稿では、慣例に従って『探
究』第 II部、および PI IIで通した。訳については、『探究』、『心理学の哲学』は全集を参照
したが、文脈に応じて変更した。『最後の草稿』は拙訳である。 
 
RPPⅠ『心理学の哲学１』：Remarks on the Philosophy of Psychology, Vol.Ⅰ,Basil 
Blackwell,1980.（佐藤徹郎 訳『心理学の哲学１』, ウィトゲンシュタイン全集 補巻１, 大
修館書店, 1985. 
RPPII 『心理学の哲学２』：Remarks on the Philosophy of Psychology, Vol. II, Basil 
Blackwell, 1980.（野家啓一 訳『心理学の哲学２』, ウィトゲンシュタイン全集 補巻２, 大
修館書店, 1988.） 
LW『最後の草稿』：Last Writing on the Philosophy of Psychology – Preliminary Studies for 
PartIIof Philosophical Investigations, Vol.1, Basil Blackwell, 1982. 
PI『探究』：Philosophical Investigations, Blackwell Publishers, 1953.（藤本隆志 訳『哲学














































8 この構図に、ウィトゲンシュタイン自身、注意を促している。cf. PI II144, 245, LW542. 
9 ここには、コピー（模写）、スケッチ、記述のあいだの微妙な、しかも漸近的な差がある。




12 この問いは、『最後の草稿』では、わずか十節ほどのあいだで３回（§§638, 642, 646）、執
拗に感じるほど繰り返されており、§642ではこれが「概念の問題」であると言われている。 








ど」という程度を尋ねる訳と、「どの点において」「なぜ」といった訳がある。英訳では in what 















































の対象との内的関係なのだ。（PI II247, LW516） 
 
本文の例で言えば、今目の前にある三角形だけでなく、ほかのさまざまな三角形、あるいは
四角形や円、それらと「頂点」や「底辺」といった概念の関係を知り、それらを使いこなせ
るようになって、はじめて「わたしは今これを頂点として見る」と言うことができるという
ことだ。それは、色や形といった対象の性質ではなく、別の対象との関係である。 
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